
 

 

 

 

  

 

総
合
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
に
は
、
全
国

的
に
も
珍
し
い(

日
本
で
工
科
大
だ
け)

組
積
造(

そ
せ
き
ぞ
う)

の
授
業
が
あ
り

ま
す(
選
択
授
業)

。 

 

な
ぜ
工
科
大
で
組
積
造
の
授
業
が
行

わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
も
そ

も
組
積
造
っ
て
？
そ
こ
に
は
工
科
大
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク(

組
積
造
の

材
料
の
一
つ)

と
工
科
大
、
そ
し
て
群
馬

の
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

 

授
業
を
担
当
さ
れ
て
い
る
本
学
非
常

勤
講
師
の
藤
井
先
生(

群
馬
県
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
専
務

理
事)

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

組
積
造
と
は
何
で
す
か
？  

 

組
積
と
は
石
積
み
、
レ
ン
ガ
積
み
、
ブ

ロ
ッ
ク
積
み
上
げ
等
の
素
材
を
組
み
上
げ

て
い
く
工
法
の
こ
と
で
す
。
組
積
造
で
建

て
ら
れ
た
建
物
の
魅
力
は
、
積
み
上
げ
に

よ
っ
て
で
き
る
模
様
の
美
し
さ
で
す
。 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
は
セ
メ
ン
ト
、

骨
材
、
水
を
混
ぜ
て
ゼ
ロ
ス
ラ
ン
プ(

硬
練

り
状
態)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
し
、
縦
横

4
0

×
2

0

セ
ン
チ
の
標
準
型
枠
に
投
入
後
、
振

動
と
圧
縮
を
加
え
て
即
時
脱
型
す
る
事
で

生
産
で
き
ま
す
。
安
価
な
材
料
で
大
量
生

産
が
可
能
で
、
高
機
能
な
建
築
物
を
供
給

す
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
魅
力
で
す
。 

動
と
圧
縮
を
加
え
て
即
時
脱
型
す
る
事

で
生
産
で
き
ま
す
。
安
価
な
材
料
で
大
量

生
産
が
可
能
で
、
高
機
能
な
建
築
物
を
供

給
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
魅
力
で
す
。 

群
馬
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
は
深
い

関
係
が
あ
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た 

 

榛
名
山
二
ツ
岳
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て

大
量
に
蓄
積
し
た
安
山
岩(

軽
石)

を
戦

後
、
米
軍
住
宅
に
軽
い
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て

使
用
し
始
め
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
戦

後
の
震
災
復
興
住
宅
や
建
築
物
に
大
量

に
使
わ
れ
た
事
で
群
馬
県
の
ブ
ロ
ッ
ク

生
産
量
は
全
国
一
位
に
な
り
ま
し
た
。 

工
科
大
と
も
深
い
関
わ
り
が
あ
る
と
か 

前
橋
工
科
大
学
の
前
身
で
あ
る
市
立
工

業
短
期
大
学
時
代
か
ら
蜂
巣
進
先
生
や

信
澤
宏
由
先
生
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
建
築
の
研
究
や
実
験
を
進
め
て
い

ま
し
た
。
信
澤
先
生
は
建
築
学
会
で
壁
構

造
設
計
基
準
の
制
定
や
改
変
に
携
わ
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
建
築
の
普
及
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
昭
和5

1

年
に
は
工
業
短

大
主
導
で
大
規
模
な
「
火
災
に
強
い
補
強

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
」
の
火
災
実

験
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

   

造
設
計
基
準
の
制
定
や
改
変
に
携

わ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
の
普
及
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

5
1

年
に
は
工
業
短
大
主
導
で
大

規
模
な
「
火
災
に
強
い
補
強
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
」
の
火
災

実
験
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。 

組
積
造
の
授
業
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。
何
を
学
び
ま
す
か
？ 

 

建
築
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
に
つ
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
原
点

か
ら
製
造
、
設
計
、
施
工
ま
で
を

一
貫
し
て
学
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
外
の
ブ
ロ
ッ
ク
や
レ

ン
ガ
造
の
歴
史
と
作
品
を
ビ
ジ
ュ

ア
ル
素
材
で
説
明
し
ま
す
。 

授
業
で
学
ん
で
欲
し
い
事
は
？ 

日
頃
か
ら
興
味
を
持
っ
て
、
新
し

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
利

用
方
法
を
考
え
て
、
実
践
に
結
び

つ
け
て
も
ら
い
た
い
。 

群
馬
で
組
積
造
を
学
ぶ
意
義 

工
科
大
生
や
高
校
生
に
向
け
て 

県
内
外
の
古
き
組
積
造
の
建
築

物
や
構
造
物
を
見
学
し
、
興
味
を

持
っ
て
そ
の
歴
史
な
ど
を
勉
強
す

る
事
で
知
識
の
積
み
上
げ
に
役
立

て
て
欲
し
い
で
す
。
群
馬
に
は
良

い
教
材
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
高
崎

八
幡
山
古
墳
等
の
古
墳
の
石
積

み
。
古
墳
内
の
石
室
は
石
積
み
で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
太
田
金
山
城

址
等
の
城
壁
の
石
積
み
は
、
多
種

の
城
壁
の
工
法
が
用
い
ら
れ
て
お

り
興
味
深
い
で
す
。 

         

る
事
で
知
識
の
積
み
上
げ
に
役
立

て
て
欲
し
い
で
す
。 

群
馬
に
は
良
い
教
材
が
沢
山
あ
り
ま

す
。
高
崎
八
幡
山
古
墳
等
の
古
墳
の
石

積
み
。
古
墳
内
の
石
室
は
石
積
み
で
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
太
田
金
山
城
址
等
の

城
壁
の
石
積
み
は
、
多
種
の
城
壁
の
工

法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
興
味
深
い
で

す
。
世
界
遺
産
富
岡
製
糸
場
の
西
繭
倉

庫
は
今
年
度
の
建
築
学
会
の
作
品
賞
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
前
橋
市
の
橋
林
寺

の
本
堂
は
ブ
ロ
ッ
ク
造
で
建
て
ら
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
建
築
家
中
村
鎮

(1
8

9
0

~
1

9
3

3
)

の
後
期
の
作
品
で
、
鎮

ブ
ロ
ッ
ク
と
言
う
珍
し
い
工
法
で
建
て

ら
れ
た
貴
重
な
建
物
で
す
。20

1
3

年
に

は
前
橋
工
科
大
学
で

N
R

C
(

中
村
式
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト)

研
究
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

組
積
造
と
工
科
大 

   

組
積
造
っ
て
？ 
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組積造が使われている帝国ホテル 

(愛知県 犬山市 明治村) 筆者撮影 

画
像
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提
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そ
せ
き
ぞ
う 

 

 
群馬県コンクリートブロック事業協同組合 HP より 

 

心
地
よ
い
暮
ら
し
を
提
供
す
る 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク 



 

 

 

 取
材
後
記 

授
業
を
受
け
て
、 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
と
群
馬
と
本

学
の
つ
な
が
り
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
組
積

造
の
授
業
。
学
科
再
編
の
流
れ
の
中
で
、

来
年
度
を
以
て
授
業
は
一
区
切
り
に
な
る

そ
う
で
す
。
私
は
建
築
学
科
の
所
属
で
す

が
、
他
学
科
履
修
制
度
を
利
用
し
て
総
合

デ
ザ
イ
ン
学
科
で
開
講
さ
れ
て
い
る
、
こ

の
授
業
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
予
想
以
上

に
内
容
が
面
白
く
、
授
業
で
紹
介
さ
れ
た

帝
国
ホ
テ
ル(

愛
知 

明
治
村)

に
行
く
ほ

ど
に
な
り
ま
し
た
笑
。
時
代
の
変
化
か
ら

か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
需
要
は

年
々
減
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
様
々
な
魅

力
が
あ
る
の
で
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ

な
が
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
特
徴

を
活 

              

今
回
、
建
築
学
科
に
所
属
し
て
い
る

私
は
、
他
学
科
履
修
制
度
を
利
用
し

て
、
総
合
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
で
開
校
さ

れ
て
い
る
組
積
造
の
授
業
を
履
修
し

ま
し
た
。
他
学
科
履
修
制
度
と
は
、
自

分
の
所
属
す
る
学
科
以
外
の
専
門
教

育
科
目
（
共
通
科
目
で
は
な
い
、
学
科

独
自
の
専
門
的
な
授
業
）
授
業
を
履
修

で
き
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
使
っ

て
取
得
し
た
単
位
は
、1

0

単
位
を
上

限
と
し
て
卒
業
要
件
単
位
に
カ
ウ
ン

ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
な
み
に

私
は
組
積
造
を
含
め
て

8

単
位
取
得

し
て
い
ま
す
。 

    

 

 他
学
科
履
修
の
す
ヽ
め 
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意
匠
的
に
も
優
れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク 

   

改
組
に
つ
い
て
、
学
生
目
線
で
解
説
し
ま

す
。
ど
う
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

現
在
の
二
年
生
以
上
は
、
六
つ
の
学
科
の
何

れ
か
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
現
一
年
生
か
ら
は

入
学
時
に
、
二
つ
の
『
学
群
』
の
ど
ち
ら
か
に

所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

再
編
に
よ
る
「
入
学
試
験
時
」
と
「
入
学
後
」

の
変
化
を
そ
れ
ぞ
れ
解
説
し
ま
す
。 

入
学
試
験
時(

一
般
入
試
の
場
合) 

今
ま
で
は
受
験
時
に
六
つ
の
学
科
の
中
か
ら

入
学
し
た
い
学
科
を
選
び
、
出
願
し
て
い
ま
し

た
。
入
学
後
に
「
や
っ
ぱ
り
総
合
デ
ザ
イ
ン
工

学
科
が
良
か
っ
た
！
」
と
な
っ
て
も
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
再
編
後
は
学
群

に
出
願
す
る
た
め
高
校
の
時
に
「
デ
ザ
イ
ン
や

り
た
い
な
〜
」
「
情
報
関
係
に
つ
い
て
勉
強
し

た
い 

り
た
い
な
〜
」
「
情
報
関
係
に
つ
い
て
勉
強
し
た

い
な
〜
」
と
い
っ
た
、
フ
ワ
ッ
と
し
た
イ
メ
ー
ジ

で
進
路
を
選
べ
ま
す
。
高
校
時
代
に
得
ら
れ
る
情

報
は
少
な
い
の
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
が
ち
で

す
が
、
再
編
後
は
大
学
入
学
後
に
ゆ
っ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
選
べ
る
の
で
、
よ
り
自
分
に
合
っ
た
進

路
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す(

特
別
選
抜
（
総

合
型
・
学
校
推
薦
型
）
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
入
試)

。 

入
学
後 

 

入
学
後
の
前
期
に
共
通
科
目
を
中
心
に
授
業

を
受
け
な
が
ら
、
各
学
群
の
基
礎
的
な
ス
キ
ル
を

磨
く
授
業
を
受
け
ま
す(

建
築
・
都
市
・
環
境
工
学

群
で
あ
れ
ば
図
学
の
授
業
、
な
ど)

。
そ
れ
と
同
時

に
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か

を
知
る
授
業
も
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
視
野
を
狭
め

る
事
な
く
、
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
で
、
各
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
別
れ
た
後
に
活
か
せ
る
、
広
い
視
野

と
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 

筆
者
が
建
築
学
科
の
人
間
な
の
で
、
建
築
の
話

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
建
築
に
は
建
築
に
留

ま
ら
な
い
、
広
い
分
野
へ
の
興
味
、
関
心
や
知
識

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
建
築
に
限
ら
ず
、
今
の
時

代
、
自
分
の
専
門
だ
け
で
は
な
い
「
分
野
横
断
型

の
学
び
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

学
科
再
編
に
よ
っ
て
、
時
代
に
即
し
た
力
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
環
境
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。(

建
築
学
科
三
年 

古
土
井) 

 

 

２面 

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用 

を
活
か
し
た
進
化
を
出
来
れ
ば
、
ま
だ

ま
だ
需
要
は
喚
起
出
来
る
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
そ
れ
だ
け
の
魅

力
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

次
世
代
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

を
作
り
、
群
馬
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
業
界
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
、
か

つ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
普

及
に
貢
献
し
た
前
橋
工
科
大
学
の
新

た
な
使
命
で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま

し
た
。
再
び
、
組
積
造
の
授
業
が
開
講

さ
れ
る
こ
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

学
科
再
編
に
つ
い
て
（
現
１
年
生
よ
り
改
組
） 

 
画
像
：
群
馬
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
提
供 

 


